
令和７年度
東京消防庁・北区

日時　�令和7年 5月 24日（土）�
10時00分〜11時30分�
（広報・体験エリアは10時 00分〜12時 30分）

会場　�北区志茂五丁目41番先�
荒川右岸北区側河川敷�
（岩淵水門野球場）

合同総合
水防訓練

参加機関（順不同）
●東京消防庁
●北区
●北区土木緊急工作隊
●滝野川消防団
●王子消防団
●赤羽消防団
●東京都下水道局西部第二下水道事務所
●東京都第六建設事務所
●警視庁赤羽警察署
●国土交通省関東地方整備局
　荒川下流河川事務所
●気象庁東京管区気象台
●防衛省・自衛隊　東京地方協力本部
●陸上自衛隊　第１普通科連隊
●川口市消防局
●日本医科大学付属病院
●東京ガス株式会社
●東京電力パワーグリッド株式会社大塚支社
●東京地下鉄株式会社
●一般社団法人ジャパンケネルクラブ
●特定非営利活動法人日本救助犬協会
●北区聴覚障害者協会
●北区手話サークル
●北区登録手話通訳者会
●東京都立王子総合高等学校
●滝野川防火防災女性の会
●滝野川消防少年団

訓練内容

　大型で強い台風が関東地方に接近したことによ
り、荒川の氾濫危険が高まり、区内で道路冠水や
家屋への浸水、区内の急傾斜地で土砂災害が発生
し、助けを求める人が複数発生した想定とします。
　水災への対応力強化を主眼とし、地域の方をは
じめとする関係機関と連携した実戦的な水防訓練
を実施することにより、地域防災力の向上及び水
防活動技術の向上を図ることを目的に行います。

スケジュール
１０：００　�災害発生（訓練開始）�

①住民等参加型訓練�
　避難誘導訓練�
②監視警戒�
③水防工法�
④倒壊家屋からの救助訓練�
⑤浸水建物からの救助訓練�
⑥河川からの救助訓練

１１：００　講評
１１：３０　訓練終了
１２：３０　広報・展示エリア終了

滝野川消防署
シンボルマーク

北区
コミュニケーション
マーク

救急車の適時・適切な利用へのご理解・ご協力をお願いします

迷ったら、救急受診ガイドで判断！
電話で相談＃7119！

救急受診
ガイド

制作者：青木　星海さん　武蔵野美術大学　造形学部視覚伝達デザイン学科

東京消防庁　滝野川消防署
住所　東京都北区西ケ原二丁目１番１号
電話　０３（３９１６）０１１９

問合せ先

北区役所
住所　東京都北区王子本町一丁目１５番２２号
電話　０３（３９０８）１１１１



水 防 訓 練
会 場 マ ッ プ �　東京２０２５デフリンピック※

を踏まえて、耳が聴こえない
方・聴こえにくい方も参加した
避難誘導訓練を実施します！

�　防災士の資格を持つ東京都
立王子総合高等学校の学生が
住民参加型訓練に参加します！

�　新たに配置された車いす積
載可能人員輸送車を倒壊家屋
からの救助訓練で活用しま
す。救出した人を車いすに
乗ったまま収容します。

�　大船渡の林野火災で活動し
た有線ドローンを監視警戒で
活用します！

※�デフリンピックとは、デフ（英語で「耳
が聴こえない」という意味）＋オリンピッ
クのことで、デフアスリートを対象とし
た国際総合スポーツ競技大会です。

※危ないので訓練会場内へは入らず、土手の上からの観覧をお願いします。また、観覧に際しては歩行者や自転車の妨げにならないようお願いします。
※こまめに水分補給をするなど、熱中症にお気を付けください。
※ヘリコプターの強風により砂埃が巻き上がったり、帽子などの持ち物が飛ばされたりすることがありますのでご注意ください。

本部・来賓テント本部・来賓テント 受付受付 救護所救護所
気分が悪くなった方が休
めるようにエアコンのき
いた休憩用の車両を用意
してあります。

※�天候の状況により、車両展示エリアや体験エリ
アの内容や時間を変更させていただく場合があ
ります。

❹�倒壊家屋からの❹�倒壊家屋からの
救助訓練救助訓練

❻河川からの救助訓練❻河川からの救助訓練

❺�浸水建物からの❺�浸水建物からの
救助訓練救助訓練 ❷❷監視警戒監視警戒

広
報
エ
リ
ア

広
報
エ
リ
ア

❸水防工法❸水防工法

広報・体験エリア広報・体験エリア

　VR防災体験車、起震車、ま
ちかど防災訓練車、ミニ防火衣
など様々な体験ができます。　
※�各体験の予約の必要はありません。参加
無料です。

車両展示車両展示
エリアエリア

体験体験
エリアエリア

　東京消防庁、防衛省陸上自衛
隊の車両ほか、国土交通省等の
車両展示があります。

注目ポイント！

◆月の輪工法
◆鋼製釜段工法　
◆鋼板防護工法　　　　　　
◆積み土のう工法　　　　　
◆改良積み土のう工法　　　
◆連結式水のう（チューブ式）

❶住民等参加型訓練�❶住民等参加型訓練�
　避難誘導訓練　避難誘導訓練


